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オーラルセッション ― 報告概要
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I. はじめに
本論は，SNS上で大規模に集積するラーカーやサイレント

マジョリティーと呼ばれる非発言者に着目する。本論の目的
は，「いいね」や「シェア」の数としてSNS 上で可視化され
る非発言者の集積が，その他のユーザーに及ぼす影響を，
社会的影響研究に立ち返って実証することにある。

II. 先行研究レビューと仮説
個人が大多数の他者の影響を受けるというダイナミクス

は，群衆や集団という視座のもと，社会心理学を中心に，社
会的影響研究に遡る。本論は他者の影響力を定量的に
議論するため，社会的インパクト理論（Latane, 1981）を
SNSの文脈に援用し，個人に影響を与える他者の数と影
響力の強度によるユーザー行動の変化を検討する。SNS
上の他者の数が多いことは，それを目にした情報受信者の，
情報発信者への好意やブランド態度に正の影響を与えた
り（De Veirman, Cauberghe, & Hudders, 2017），情
報拡散行動を促したりすることがわかっている（Chen, Li, 
Yao, & Zhou, 2019）。よって「非発言者の集積規模が大
きいことは，a）コンテンツへの「いいね」付与意向，b）コン
テンツの「シェア」意向 , c）ブランド情報収集意向，d）ブラ
ンド購買（利用）意向に正の影響を与える」（H1）ことを検
証した。また，SNSのコンテンツは誰もが容易に作成できる
ことより，情報発信者がインフルエンサーかどうかという影響
力の強度に関わらず，コンテンツが影響力を持ち得る可能
性がある。よって「情報発信者の属性に関わらず，非発言
者の集積規模が大きいことは，a）〜d）に正の影響を与える」

（H2）ことを検証した。

III. 実験を用いた定量調査
実証には，シナリオ設定の実験手法を用いた。非発言者

の集積規模の大小，情報発信者の持つフォロワー数の大
小の，2×2の4 つの実験群を設計した。各実験群につき
464 人，総計 1,852 人の被験者からの回答を得た結果，情
報発信者の属性に関わらず，非発言者の集積数が大きい
ことが，それを目にした情報受信者のユーザー行動に正の
影響を及ぼすことを実証した（図 1）。

IV. 結論
本論を通して，非発言者の集積数が大きいことが，それを

目にした情報受信者のユーザー行動に正の影響を及ぼす
ことを実証した。本論の学術的な貢献は，SNS 上の他者の
影響を検証するにあたり，社会的インパクト理論を援用する
ことでメカニズムの源流を理論的に解釈した点にある。実
務的には，これまでインフルエンサーの影に隠れていたSNS
上の非発言者が持つ他者への影響力を，規模の観点から
明らかにした点にある。
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図—1 検証された影響力の実態
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